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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に平面的な複数の液体ジェットを提供する複数のノズルと、
　前記複数のノズルに結合されている供給チャンバと、
　前記供給チャンバと連通している少なくとも１つの流入口と
　を備え、
　前記複数の液体ジェットはそれぞれ、平面シート状の液体を含み、前記複数の液体ジェ
ットは実質的に平行な平面内に位置している、
　個別供給ノズルバンク装置。
【請求項２】
　前記供給チャンバはさらに、前記供給チャンバ内に個別供給チャネルを形成する挿入体
、および、前記複数のノズルのそれぞれに個別に液体流を供給するように構成されている
複数の供給チャネルの少なくとも一方を含む、
　請求項１に記載の個別供給ノズルバンク装置。
【請求項３】
　前記複数のノズルのうち少なくとも１つは、楕円形状を持つ、
　請求項１または請求項２に記載の個別供給ノズルバンク装置。
【請求項４】
　前記複数のノズルが配されるノズルバンクをさらに備え、
　前記供給チャンバは、
　前記ノズルバンクに結合されている第１の側壁と、
　前記ノズルバンクおよび前記第１の側壁に結合されている第２の側壁と、
　前記ノズルバンクおよび前記第２の側壁に結合されている第３の側壁と、
　前記ノズルバンク、前記第３の側壁、および、前記第１の側壁に結合されている第４の
側壁と
　を有し、
　前記第１の側壁、前記第２の側壁、前記第３の側壁、および、前記第４の側壁、ならび
に、前記ノズルバンクは、前記ノズルバンクとは反対側の端部に開口を持つチャンバを形
成しており、前記開口は、流体が供給されるように構成されている供給管に結合されてい
る、
　請求項１または請求項２に記載の個別供給ノズルバンク装置。
【請求項５】
　請求項１または請求項２に記載の個別供給ノズルバンク装置と、
　反応チャンバと、
　前記反応チャンバに結合されている気体流入口と、
　前記反応チャンバに結合されている気体流出口と、
　前記反応チャンバに結合され、前記個別供給ノズルバンク装置と連通している流体プレ
ナムと、
　前記反応チャンバに結合されている気体流体分離器と
　を備え、
　個別供給ノズルバンク装置は、実質的に平面的な液体ジェットを前記反応チャンバ内に
供給する、
　装置。
【請求項６】
　前記流体プレナムは、少なくとも１つの側方チャネルに結合されている主要供給チャネ
ルを有しており、前記少なくとも１つの側方チャネルは前記個別供給ノズルバンク装置に
結合されている、



(3) JP 2012-504044 A5 2013.6.6

　請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　複数の前記個別供給ノズルバンク装置をさらに備える、
　請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記複数のノズルは、複数の楕円形状のノズルを含む、
　請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　前記気体流入口からの気体は、並流方向または向流方向に流れる、
　請求項５に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ノズルバンクおよび前記供給チャンバの少なくとも一方は、銅、ニッケル、クロム
、スチール、アルミニウム、コーティング金属、構造用ポリマーおよびポリイミドから成
る群から選択される少なくとも１つの材料を有する、
　請求項５に記載の装置。
【請求項１１】
　気液接触器で気相分子を処理する方法であって、
　請求項１または請求項２に記載の個別供給ノズルバンク装置を複数用いて、複数の液体
ジェットを形成する段階と、
　少なくとも１つの反応性または可溶性の気相分子を含む気体を供給する段階と、
　前記気相分子の少なくとも一部を除去する段階と、
　を備え、
　前記複数の液体ジェットは、複数の液滴が分布している不安定な液体ジェットまたは実
質的に平面的な液体ジェットであり、
　前記複数の液体ジェットはそれぞれ、平面シート状の液体を含み、
　前記複数の液体ジェットは実質的に平行な平面内に位置している、
　前記気相分子の少なくとも一部を除去する段階は、前記気相分子と、前記複数の液滴が
分布している不安定な液体ジェットまたは前記実質的に平面的な液体ジェットとの間の物
質移動相互作用によって、前記気相分子の少なくとも一部を除去する段階を含む、
　方法。
【請求項１２】
　前記複数の液体ジェットが前記実質的に平面的な液体ジェットである場合、前記物質移
動相互作用は、物質移動容積係数が１ｓｅｃ－１から１５００ｓｅｃ－１の範囲内である
、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の液体ジェットが前記実質的に平面的な液体ジェットである場合、
　前記複数の液体ジェットを形成する段階は、２ｐｓｉから３０ｐｓｉの範囲内の液圧で
前記複数の液体ジェットを形成する段階を有する
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記気相分子は、硫黄酸化物、窒素酸化物、二酸化炭素、アンモニア、酸性気体、アミ
ン、ハロゲン、および、酸素のうち少なくとも１つを含む,
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数の液体ジェットは、水、アンモニア、アンモニウム塩、アミン、アルカノール
アミン、アルカリ塩、アルカリ土類塩、過酸化物、および、次亜塩素酸塩のうち少なくと
も１つを含む、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】



(4) JP 2012-504044 A5 2013.6.6

　前記複数の液体ジェットは、水性スラリーで形成されている、
　請求項１１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　当業者には、本発明の意図または範囲から逸脱することなく本発明をさまざまな点で変
形および変更し得ることが明らかであろう。このため、本発明は、請求項およびその均等
物の範囲内に含まれる限りにおいて、本発明の変形例および変更例も含むものことを意図
している。
（項目１）
　チャンバと、
　上記チャンバに結合されている気体流入口と、
　上記チャンバに結合されている気体流出口と、
　上記反応チャンバに結合されている流体プレナムと、
　個別供給ノズルバンクと、
　上記反応チャンバに結合されている気体流体分離器と、
　を備え、
　上記個別供給ノズルバンクは、上記液体プレナムに結合されているノズルアレイを有し
ており、上記ノズルアレイは、実質的に平面的な液体ジェットを複数提供し、上記複数の
液体ジェットはそれぞれ、平面シート状の液体を含み、上記複数の液体ジェットは、実質
的に平行な平面内に位置している装置。
（項目２）
　上記流体プレナムは、少なくとも１つの側方チャネルに結合されている主要供給チャネ
ルを有しており、上記少なくとも１つの側方チャネルは個別供給ノズルバンクに結合され
ている項目１に記載の装置。
（項目３）
　複数の個別供給ノズルバンクをさらに備える項目１に記載の装置。
（項目４）
　上記ノズルバンクは、
　ノズルバンクと、
　上記ノズルバンクに結合されている供給チャンバと、
　を有し、
　上記チャンバは、
　上記ノズルバンクに結合されている第１の側壁と、
　上記ノズルバンクおよび上記第１の側壁に結合されている第２の側壁と、
　上記ノズルバンクおよび上記第２の側壁に結合されている第３の側壁と、
　上記ノズルバンク、上記第３の側壁、および上記第１の側壁に結合されている第４の側
壁と、
　を含み、
　上記第１の側壁、上記第２の側壁、上記第３の側壁および上記第４の側壁、ならびに、
上記ノズルバンクは、上記ノズルバンクの反対側の端部に開口を持つチャンバを形成して
おり、上記開口は、流体が供給されるように構成されている供給管に結合されている項目
１に記載の装置。
（項目５）
　上記供給チャンバはさらに、挿入体を含む項目４に記載の装置。
（項目６）
　上記供給チャンバはさらに、上記ノズルアレイの各ノズルに個別に液体流を供給するよ
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うに構成されている複数の供給チャネルを含む項目４に記載の装置。
（項目７）
　上記チャンバは、厚みが約１ｃｍ以上の範囲内である項目４に記載の装置。
（項目８）
　上記チャンバは、上記ノズルバンクより上の高さが、約１ｃｍから約８ｃｍの範囲内で
ある項目４に記載の装置。
（項目９）
　上記供給管は、少なくとも１つの端部に開口を持ち、上記少なくとも１つの側方チャネ
ルに結合されている項目４に記載の装置。
（項目１０）
　上記供給管は、Ｏリングの封止部または溶接部によって上記少なくとも１つの側方チャ
ネルに結合されている項目９に記載の装置。
（項目１１）
　上記少なくとも１つの側方チャネルは、第１の側方チャネルおよび第２の側方チャネル
を含む項目２に記載の装置。
（項目１２）
　上記少なくとも１つの側方チャネルは、第１の側方チャネルおよび第２の側方チャネル
を含み、上記第１の側方チャネルは上記供給管の第１の端部に結合されており、上記第２
の側方チャネルは上記供給管の第２の端部に結合されている項目４に記載の装置。
（項目１３）
　上記ノズルアレイは、複数の楕円形状のノズルを含む項目１に記載の装置。
（項目１４）
　上記複数の楕円形状のノズルは、短径が約０．５ｍｍから約１．５ｍｍの範囲内であり
、長径が約０．７５ｍｍから約５ｍｍの範囲内である項目１３に記載の装置。
（項目１５）
　上記複数の楕円形状のノズルは、短径が約０．６ｍｍから約１．０ｍｍの範囲内であり
、長径が約１．５ｍｍから約２．５ｍｍの範囲内である項目１３に記載の装置。
（項目１６）
　上記複数のノズルの切り込み深さは、０．０５４インチ、０．０５６インチ、０．０５
８インチ、および、これらの組み合わせから成る群から選択される項目１３に記載の装置
。
（項目１７）
　上記装置は、モジュラー式の気液接触器を備える項目１３に記載の装置。
（項目１８）
　上記ノズルアレイは、等間隔に離間している複数のノズルを含む項目１に記載の装置。
（項目１９）
　上記気体流入口からの気体は、並流方向に流れる項目１に記載の装置。
（項目２０）
　上記気体流入口からの気体は、向流方向に流れる項目１に記載の装置。
（項目２１）
　上記装置は、気液接触器、蒸留器、および、ジェットポンプ装置から成る群から選択さ
れる項目１に記載の装置。
（項目２２）
　上記ノズルバンクおよび上記流動チャンバは、銅、ニッケル、クロム、スチール、アル
ミニウム、コーティング金属、および、これらの組み合わせから成る群から選択される材
料を有する項目４に記載の装置。
（項目２３）
　上記ノズルバンクおよび上記流動チャンバは、構造用ポリマー、ポリイミド、これらの
合成物、および、これらの組み合わせのうち少なくとも１つを有する項目１に記載の装置
。
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（項目２４）
　複数の個別供給ノズルバンクをさらに備え、各ノズルバンクはノズルアレイを有し、２
つの隣接するノズルバンクのノズルはジグザグ状に配置されている項目１に記載の装置。
（項目２５）
　上記ノズルアレイは、約０．１ｃｍより長く離間している少なくとも２つのノズルを含
む項目１に記載の装置。
（項目２６）
　上記ノズルアレイは、一列に並べられている複数のノズルを含む項目１に記載の装置。
（項目２７）
　上記ノズルアレイは、約０．２５ｍｍ２から約２０ｍｍ２の範囲内の投影断面積を持つ
少なくとも１つのノズルを含む項目１に記載の装置。
（項目２８）
　実質的に平面的な複数の液体ジェットを提供する複数のノズルと、
　上記複数のノズルに結合されている供給チャンバと、
　上記供給チャネルに結合されている少なくとも１つの流入口と、
　を備え、
　上記複数の液体ジェットはそれぞれ、平面シート状の液体を含み、上記複数の液体ジェ
ットは実質的に平行な平面内に位置している個別供給ノズルバンク装置。
（項目２９）
　上記複数のノズルのうち少なくとも１つは、楕円形状を持つ項目２８に記載の装置。
（項目３０）
　上記供給チャンバは、
　上記ノズルバンクに結合されている第１の側壁と、
　上記ノズルバンクおよび上記第１の側壁に結合されている第２の側壁と、
　上記ノズルバンクおよび上記第２の側壁に結合されている第３の側壁と、
　上記ノズルバンク、上記第３の側壁、および、上記第１の側壁に結合されている第４の
側壁と、
　を有し、
　上記第１の側壁、上記第２の側壁、上記第３の側壁、および、上記第４の側壁、ならび
に、上記ノズルバンクは、上記ノズルバンクとは反対側の端部に開口を持つチャンバを形
成しており、上記開口は、流体が供給されるように構成されている供給管に結合されてい
る、
　項目２８に記載の装置。
（項目３１）
　上記供給チャンバはさらに、挿入体を含む項目３０に記載の装置。
（項目３２）
　上記供給チャンバはさらに、上記ノズルアレイの各ノズルに個別に液体流を供給するよ
うに構成されている複数の供給チャネルを含む項目３０に記載の装置。
（項目３３）
　気液接触器で気相分子を処理する方法であって、
　ノズルアレイを含む個別供給ノズルバンクを複数用いて、実質的に平面的な複数の液体
ジェットを形成する段階と、
　少なくとも１つの反応性または可溶性の気相分子を含む気体を供給する段階と、
　上記気相分子と上記複数の液体ジェットとの間の物質移動相互作用によって上記気相分
子の少なくとも一部を除去する段階と、
　を備え、
　上記複数の液体ジェットはそれぞれ、平面シート状の液体を含み、上記複数の液体ジェ
ットは実質的に平行な平面内に位置している方法。
（項目３４）
　上記物質移動相互作用は、物質移動容積係数が約１ｓｅｃ－１から約１５００ｓｅｃ－



(7) JP 2012-504044 A5 2013.6.6

１の範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目３５）
　上記物質移動相互作用は、物質移動容積係数が約５ｓｅｃ－１から約１５０ｓｅｃ－１

の範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目３６）
　上記物質移動相互作用は、物質移動容積係数が約１０ｓｅｃ－１から約１００ｓｅｃ－

１の範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目３７）
　上記気体を供給する段階は、気体流量と反応チャンバの容積との比が約１００ｍｉｎ－

１から約１０００ｍｉｎ－１の範囲内である気体を供給する段階を有する項目３３に記載
の方法。
（項目３８）
　等間隔に離間されるアレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットを形成する段階は、約２
ｐｓｉから約３０ｐｓｉの範囲内の液圧で上記平坦な複数の液体ジェットを形成する段階
を有する、
　項目３３に記載の方法。
（項目３９）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、幅が約１ｃｍより
も大きい項目３３に記載の方法。
（項目４０）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、幅が約１ｃｍから
約１５ｃｍの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４１）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、厚みが約１０μｍ
から約１０００μｍの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４２）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、厚みが約１０μｍ
から約２５０μｍの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４３）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、厚みが約１０μｍ
から約１００μｍの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４４）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、長さが約５ｃｍか
ら約３０ｃｍの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４５）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、長さが約５ｃｍか
ら約２０ｃｍの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４６）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、速度が１５ｍ／ｓ
ｅｃ未満である項目３３に記載の方法。
（項目４７）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、速度が約５ｍ／ｓ
ｅｃから約１５ｍ／ｓｅｃの範囲内である項目３３に記載の方法。
（項目４８）
　上記気相分子は、硫黄酸化物、窒素酸化物、二酸化炭素、アンモニア、酸性気体、アミ
ン、ハロゲン、および、酸素のうち少なくとも１つを含む項目３８に記載の方法。
（項目４９）
　上記気相分子は、硫黄酸化物を含む項目３８に記載の方法。
（項目５０）
　上記気相分子は、二酸化炭素を含む項目３８に記載の方法。
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（項目５１）
　上記気相分子は、窒素酸化物を含む項目３８に記載の方法。
（項目５２）
　上記気相分子は、アミンを含む項目３８に記載の方法。
（項目５３）
　上記気相分子は、塩素を含む項目３８に記載の方法。
（項目５４）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、水、アンモニア、アンモニウム塩、アミン、アル
カノールアミン、アルカリ塩、アルカリ土類塩、過酸化物、および、次亜塩素酸塩のうち
少なくとも１つを含む項目３８に記載の方法。
（項目５５）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、カルシウム塩溶液およびマグネシウム塩溶液のう
ち少なくとも１つを含む項目３８に記載の方法。
（項目５６）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、海水を含む項目３８に記載の方法。
（項目５７）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、ブラインを含む項目３８に記載の方法。
（項目５８）
　気液接触器で気相分子を処理する方法であって、
　ノズルアレイを含む個別供給ノズルバンクを複数用いて、実質的に平面的な複数の液体
ジェットを形成する段階と、
　少なくとも１つの反応性または可溶性の気相分子を含む気体を供給する段階と、
　上記気相分子と上記複数の液体ジェットとの間の物質移動相互作用によって上記気相分
子の少なくとも一部を除去する段階と、
　を備え、
　上記複数の液体ジェットはそれぞれ、平面シート状の液体を含み、上記複数の液体ジェ
ットは実質的に平行な平面内に位置しており、上記実質的に平面的な複数の液体ジェット
は、水性スラリーで形成されている方法。
（項目５９）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、厚みが約１０μｍ
から約１０００μｍの範囲内である項目５８に記載の方法。
（項目６０）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、厚みが約１０μｍ
から約２５０μｍの範囲内である項目５８に記載の方法。
（項目６１）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、長さが約５ｃｍか
ら約３０ｃｍの範囲内である項目５８に記載の方法。
（項目６２）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、長さが約５ｃｍか
ら約２０ｃｍの範囲内である項目５８に記載の方法。
（項目６３）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、速度が１５ｍ／ｓ
ｅｃ未満である項目５８に記載の方法。
（項目６４）
　アレイ状の平坦な上記複数の液体ジェットのうち少なくとも１つは、速度が約５ｍ／ｓ
ｅｃから約１０ｍ／ｓｅｃの範囲内である項目５８に記載の方法。
（項目６５）
　上記スラリーは、粒径が最高約５００ミクロンである項目５８に記載の方法。
（項目６６）
　上記スラリーは、粒径が最高約３００ミクロンである項目５８に記載の方法。



(9) JP 2012-504044 A5 2013.6.6

（項目６７）
　上記スラリーは、粒径が最高約８０ミクロンである項目５８に記載の方法。
（項目６８）
　上記スラリーは、固体濃度が約０．２％（ｗ／ｗ）から約３０％（ｗ／ｗ）の範囲内で
ある項目５８に記載の方法。
（項目６９）
　上記固体濃度は、約１０％（ｗ／ｗ）から約２５％（ｗ／ｗ）の範囲内である項目５８
に記載の方法。
（項目７０）
　上記気相分子は、硫黄酸化物、窒素酸化物、二酸化炭素、アンモニア、酸性気体、アミ
ン、ハロゲン、および、酸素のうち少なくとも１つを含む項目５８に記載の方法。
（項目７１）
　上記気相分子は、硫黄酸化物を含む項目５８に記載の方法。
（項目７２）
　上記気相分子は、二酸化炭素を含む項目５８に記載の方法。
（項目７３）
　上記気相分子は、窒素酸化物を含む項目５８に記載の方法。
（項目７４）
　上記気相分子は、アミンを含む項目５８に記載の方法。
（項目７５）
　上記気相分子は、塩素を含む項目５８に記載の方法。
（項目７６）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、水、アンモニア、アンモニウム塩、アミン、アル
カノールアミン、アルカリ塩、アルカリ土類塩、過酸化物、および、次亜塩素酸塩のうち
少なくとも１つを含む項目５８に記載の方法。
（項目７７）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、カルシウム塩溶液およびマグネシウム塩溶液のう
ち少なくとも１つを含む項目５８に記載の方法。
（項目７８）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、海水を含む項目５８に記載の方法。
（項目７９）
　上記平面的な複数の液体ジェットは、ブラインを含む項目５８に記載の方法。
（項目８０）
　気液接触器で気相分子を処理する方法であって、
　ノズルアレイを含む個別供給ノズルバンクを複数用いて、複数の液滴が分布している不
安定な液体ジェットを複数形成する段階と、
　少なくとも１つの反応性または可溶性の気相分子を含む気体を供給する段階と、
　上記気相分子と分布している上記複数の液滴との間の物質移動相互作用によって上記気
相分子の少なくとも一部を除去する段階と、
　を備える方法。
（項目８１）
　上記分布している複数の液滴は、サイズが約５０μｍから約２ｍｍの範囲内である液滴
を含む項目８０に記載の方法。
（項目８２）
　上記分布している複数の液滴は、実質的に均一に分布している複数の液滴を含む項目８
０に記載の方法。
（項目８３）
　上記不安定な液体ジェットを複数形成する段階は、プレナム圧を約１３ｐｓｉから約７
５ｐｓｉの範囲内にして動作する段階を有する項目８０に記載の方法。
（項目８４）
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　複数の上記不安定な液体ジェットのうち少なくとも１つは、速度が１５ｍ／ｓｅｃより
も高い項目８０に記載の方法。


	header
	written-amendment

